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通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

令和２年 5 月 22 日に公表いたしました「令和２年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に

おいて未定としておりました令和３年３月期の業績予想および配当予想を下記の通りお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

(1) 令和３年３月期連結業績予想数値の修正(令和２年 4 月 1 日～令和３年 3 月 31 日) 

  
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円 銭 

－ 

今回発表予想（Ｂ） 16,000 △250 △300 △500 △32.60 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増 減 率     （％） － － － －  

(ご参考) 前期実績 

(令和２ 年 3 月期) 
20,690 107 55 △104 △6.82 

(2) 修正の理由 

新型コロナウイルス感染症の拡大が当社グループに与える影響について、合理的に算定

することが困難なことから業績予想を未定としておりましたが、経済活動再開の動きが継

続されてきましたので、現時点において入手可能な情報をもとに算定いたしました業績予

想を公表いたします。 

今期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症による影響が未だ不透明な状

況の中、当社グループにおきましても、百貨店店舗や小売店舗の営業再開、自社催事、顧客

催事等の開催といった営業活動を再開しております。今後におきましても、引き続き感染症

対策を充分に実施した上で、コロナ禍における上半期の営業実績を踏まえて、下半期におけ

る店舗での営業展開や催事開催等を展開していくこと等について、現時点での入手可能な

情報や予測等をもとに算定しております。 

なお、上記見通しは、新型コロナウイルス感染症の拡大のなか、社会経済活動の持続的継

続と感染症対策が両立されてゆく状況を仮定したものであり、新型コロナウイルス感染症

の状況の変化によって変動する可能性があります。 

 



 

２．配当予想の修正について 

(1) 令和３年３月期  配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 0円 00銭 － － 

今 回 修 正 予 想  2円 00銭 2円 00銭 

当 期 実 績 0円 00銭   

前 期 実 績 

（令和２年３月期） 
0円 00銭 5円 00銭 5円 00銭 

 

(2）修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題と考え、安定的な配当を維持するこ

とを基本方針としております。令和３年３月期の連結業績予想が未定であったことから、

配当予想につきましても未定としておりましたが、上記業績予想と配当政策を踏まえ配当

予想を公表いたします。 

 

（注）当該予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありま

す。実際の業績は、今後の様々な要因により変動する可能性があります。 

以 上 


